
(1) 　 2枚のカードの番号を x，y (x < y) とすると，

x+ y > n · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 1⃝

1 ≦ x < y ≦ n · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 2⃝

(a) 　 n が奇数のとき，m を自然数として n = 2m+ 1 とおく。k を 1からm までの自然数と

する。

　 x = kのとき

　　 1⃝， 2⃝から 2m+ 1− k < y ≦ 2m+ 1 であり，これを満たす整数 y は k 個ある。

　 x ≧ m+ 1 のとき

　　 x，y は，m+ 1 から 2m+ 1 までのm+ 1 個から 2個を選べばよい。

　よって，

p1 = 1

2m+1C2
(1 + 2 + · · ·+m+ m+1C2)

= 2
(2m+ 1) · 2m

{
m(m+ 1)

2
+

(m+ 1)m

2

}
= m+ 1

2m+ 1

= n+ 1
2n

(b) 　 n が偶数のとき，m を自然数として n = 2m とおく。k を 1からm までの自然数とする。

　 x = kのとき

　　 1⃝， 2⃝から 2m− k < y ≦ 2m であり，これを満たす整数 y は k 個ある。

　 x ≧ m+ 1 のとき

　　 x，y は，m+ 1 から 2m までのm 個から 2個を選べばよい。

　よって，

p1 = 1

2mC2
(1 + 2 + · · ·+m+ mC2)

= 1
m(2m− 1)

{
m(m+ 1)

2
+

m(m− 1)

2

}
= m

2m− 1

= n
2(n− 1)

(2) 　 2枚のカードの番号を x，y (x ≦ y) とすると，

x+ y > n · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 3⃝

1 ≦ x ≦ y ≦ n · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 4⃝

(a) 　 n が奇数のとき，m を自然数として n = 2m+ 1 とおく。k を 1からm までの自然数と

する。

　 x = kのとき

　　 3⃝， 4⃝から 2m+ 1− k < y ≦ 2m+ 1 であり，これを満たす整数 y は k 個ある。

　 x ≧ m+ 1 のとき



　　 x，y は，m+ 1 から 2m+ 1 までのm+ 1 個から 2個を選べばよい。

　　同じ番号のカードは赤，白の 2種類あることを考えて

p2 = 1

2(2m+1)C2

{
2× 2(1 + 2 + · · ·+m) + 2(m+1)C2

}
= 1

(2m+ 1)(4m+ 1)
{2m(m+ 1) + (m+ 1)(2m+ 1)}

= m+ 1
2m+ 1

= n+ 1
2n

(b) 　 n が偶数のとき，m を自然数として n = 2m とおく。k を 1からm までの自然数とする。

　 x = kのとき

　　 3⃝， 4⃝から 2m− k < y ≦ 2m であり，これを満たす整数 y は k 個ある。

　 x ≧ m+ 1 のとき

　　 x，y は，m+ 1 から 2m までのm 個から 2個を選べばよい。

　　同じ番号のカードは赤，白の 2種類あることを考えて

p2 = 1

2·2mC2
{2× 2(1 + 2 + · · ·+m) + 2mC2}

= 1
2m(4m− 1)

{2m(m+ 1) + 2m(2m− 1)}

= 4m+ 1
2(4m− 1)

= 2n+ 1
2(2n− 1)

　


